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令和３年度 
逢瀬川堤防建設及び内水対策合同説明会 
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１．（情報提供）赤木貯留管築造工事等について -赤木貯留管の工事進捗状況- 
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１．（情報提供）赤木貯留管築造工事等について-下水道管理センター雨水ポンプ増設・樋門・放流渠、３号幹線放流管築造工事- 
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１．（情報提供）赤木貯留管築造工事等について -６号幹線放流管築造工事- 
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６号幹線放流管は、平成 23年 12月 7日付け請願第 10号「赤木小学校周辺の内水害対策に関する請願」を受け、 

整備に着手したものです。 
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合同説明会及び陳情書に関する事項 
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令和３年６月２３日付け陳情書に対する回答 
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（再掲） 

 

回答内容（福島県）-令和 3 年 6 月 23 日付 陳情書- 

＜上下水道局下水道整備課＞ 

福島県との協議は、樋門の工事方法や工事時期など計１２回実施しま

した。また、樋門の操作規則については、今後、関係機関と協議を行って

まいります。 

（再掲） 

 

＜上下水道局経営管理課＞ 

下水道法第１条（この法律の目的）では、「下水道の整備を図り、もっ

て都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し」とされていることか

ら、これまで計画的に実施してきた浸水被害の軽減に向けた下水道施設

の整備を継続するとともに、新たな取り組みとして、河川増水時の排水樋

門の開閉作業を流向計の計測値等をもとに適時・的確に行う遠隔操作化

を進めてまいります。 

 

（再掲） 

 
 

＜上下水道局経営管理課＞ ※Ｐ１６の（７）と同主旨 

現在、県で進めている逢瀬川の改修は、下水道整備地区に降った雨水

（内水）の排水量に対応したものとなっているため、河川水位の低下を目

的とした雨水貯留施設を雨水幹線の周辺において新規に整備する計画は

現時点ではありません。 
 

 
 
 
 
 
 



  

13 

 

回答内容（郡山市）-令和 3年 6月 23 日付 陳情書- 

＜建設交通部河川課＞ 

本市の「治水対策」としては、東日本台風において甚大な浸水被害

のあった準用河川照内川、愛宕川、徳定川の整備促進や、市管理河川

の河道掘削による水位低下策により、浸水被害の軽減を図ってまい

ります。 

また、田んぼダムの普及促進や、農業用ため池の事前放流などの貯

留機能を向上させる対策を実施してまいります。 

 

＜上下水道局経営管理課＞ 

本市の下水道事業は、１時間あたり 50mm（合流区域は 1 時間あた

り 35mm）の降雨量に対し雨水を速やかに排除するため、雨水幹線や

雨水ポンプ場等の整備を進めております。 

※令和元年東日本台風時の郡山市内の降雨量は 50mm/h 未満です。 

 郡山市役所：1時間最大 22mm 郡山合同庁舎：1時間最大 34mm 

  芳賀地域公民館：1時間最大 36mm 

 

 

＜建設交通部河川課＞ 

国からの洪水予報及びホットラインは下記のとおりです。 

【洪水予報】 

 2019 年 10 月 12 日  20：15 氾濫警戒情報 

                     22：10 氾濫危険情報 

            22：44  氾濫危険情報 

            23：15 氾濫危険情報 

       13 日  0：53 氾濫発生情報           

           １:47  氾濫発生情報 

           13：29 氾濫発生情報 
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【ホットライン】 

    2019 年 10 月 11 日 8：45  台風の進路情報及びリエゾン                

                               派遣体制の確認 

                12 日  15:20  20 時頃の阿武隈川氾濫危険水位到

達予定 

            19：43 21 時頃の阿武隈川氾濫危険水位超     

               過 

  国からの 11 回のホットラインのうち記録にあるものは、上記の３

回であります。 

 また、県からの水位周知は下記のとおりです。 

【水位周知】 

  2019 年 10 月 12 日  21：41 避難判断水位 3.0ｍを突破 

               FAX による通知 

 

＜都市整備部都市政策課＞ 

「郡山市立地適正化計画」の改定に当たっては、当計画の改定案に

市民の意見を幅広く反映するため、都市再生特別措置法第 81 条第 22

項の規定に基づき、パブリックコメントを令和３年２月 26 日から３

月 25 日にかけて行ったものです。 

当計画の改定に関わる甚大な浸水被害の検証及び想定される災害

リスクの分析については、令和２年９月に国土交通省が改訂した「立

地適正化計画作成の手引き」に基づき、居住促進区域内における浸水

被害の検証や確率規模別の浸水想定、浸水継続時間、建築物の高さ等

による災害リスク分析及び災害リスクの高い地域とその課題などを

整理したものです。 
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＜都市整備部都市政策課＞ ※Ｐ１４の（３）と同主旨 

 同上 

 

＜上下水道局経営管理課＞ ※Ｐ１２の（７）と同主旨 

下水道法第１条（この法律の目的）では、「下水道の整備を図り、

もって都市の健全な発達及び公衆衛生の向上に寄与し」とされてい

ることから、これまで計画的に実施してきた浸水被害の軽減に向け

た下水道施設の整備を継続するとともに、新たな取り組みとして、河

川増水時の排水樋門の開閉作業を流向計の計測値等をもとに適時・

的確に行う遠隔操作化を進めてまいります。 

 

 

＜財務部公有資産マネジメント課＞ 

※旧豊田貯水池の利活用を基本とした回答 

郡山市では「気候変動」をまちづくりのリスク要因として、今後は

すべての制度設計を気候変動対応型とすることが重要と考えてお

り、旧豊田貯水池の利活用についても、こうした考え方を基本に検討

していきたいと考えております。具体的には、旧豊田貯水池がもとも

と持っている自然の力を活用する「グリーンインフラ」の考え方に基

づいて、透水性の舗装や植栽を取り入れたレインガーデンによって、

敷地内に降った雨を緑地にゆっくりと浸透させる雨水流出抑制機能

を取り入れた利活用案を基本として検討しております。 

 旧豊田貯水池の利活用につきましては、現在様々な御要望をいた

だいておりますことから、今後とも市民の皆様とともに考え、様々な

御意見やアイデア等をいただきながら意見集約の過程を経て、具体

的な計画案を策定してまいりたいと考えております。 
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＜上下水道局下水道整備課＞ 

ご指摘の「新大窪橋付近では越水している」ことは、台風による阿

武隈川及び逢瀬川の増水によるものであり、短時間集中豪雨では河

川水位は上昇しにくいと考えております。短時間集中豪雨では既設

管路の流下能力以上の流量となってしまい、赤木小学校周辺で浸水

被害が発生しておりますので、逢瀬川へのすみやかな排水を行うこ

とで浸水被害の軽減を図りたいと考えております。 

また、６号幹線放流管の増設工事につきましては、平成 23 年 12 月

７日付け請願第 10 号「赤木小学校周辺の内水害対策に関する請願」

が市議会で採択され、雷雨の際の浸水被害への対応として整備して

いるものです。 

現在、県で進めている逢瀬川の改修は、下水道整備地区に降った雨

水（内水）の排水量に対応したものとなっているため、河川水位の低

下を目的とした雨水貯留施設を新規に整備する計画は現時点ではあ

りません。 

 

 

＜上下水道局下水道整備課＞ 

 下水道管理センターには、合流式下水道地区の水が集約され、県中

浄化センターに排水されますが、ゲリラ豪雨等により増水した場合、

排水しきれない水が地上に溢れてしまうため、下水道管理センター

の排水ポンプで逢瀬川に排水しております。        

合流式下水道地区には若葉・赤木地区の５号幹線も含まれており、

若葉地区での浸水被害を軽減するためにも、下水道管理センターの

放流渠や樋門の整備、雨水ポンプの増設について、ご理解とご協力を

お願いします。 

 

 
＜建設交通部河川課＞ 

愛宕川につきましては、市管理河川であり、流末が国の排水機場で
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あるため、阿武隈川の増水時への対応として排水ポンプ車の事前配

備を河川管理者として、国に依頼したものであります。 

 御代田地区につきましては、台風の前に市へ大型土のうの設置に

ついて、地元から要望があったことから、国に依頼したものでありま

す。 
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令和３年５月１０日付け陳情書に対する回答 
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回答内容（郡山市）-令和 3年 5月 10 日付 陳情書- 

＜上下水道局経営管理課＞ ※Ｐ１６の（７）と同主旨 

現在、県で進めている逢瀬川の改修は、下水道整備地区に降った雨水（内

水）の排水量に対応したものとなっているため、河川水位の低下を目的と

した雨水貯留施設を新規に整備する計画は現時点ではありません。 

 

 

＜財務部公有資産マネジメント課＞ ※Ｐ１５の（６）と同主旨 

※旧豊田貯水池の利活用を基本とした回答  

郡山市では「気候変動」をまちづくりのリスク要因として、今後はすべ

ての制度設計を気候変動対応型とすることが重要と考えており、旧豊田貯

水池の利活用についても、こうした考え方を基本に検討していきたいと考

えております。具体的には、旧豊田貯水池がもともと持っている自然の力

を活用する「グリーンインフラ」の考え方に基づいて、透水性の舗装や植

栽を取り入れたレインガーデンによって、敷地内に降った雨を緑地にゆっ

くりと浸透させる雨水流出抑制機能を取り入れた利活用案を基本として検

討しております。 

 旧豊田貯水池の利活用につきましては、現在様々な御要望をいただいて

おりますことから、今後とも市民の皆様とともに考え、様々な御意見やア

イデア等をいただきながら意見集約の過程を経て、具体的な計画案を策定

してまいりたいと考えております。 

 

＜上下水道局経営管理課＞ ※Ｐ１６の（７）と同主旨 

現在、県で進めている逢瀬川の改修は、下水道整備地区に降った雨水（内

水）の排水量に対応したものとなっているため、河川水位の低下を目的と

した雨水貯留施設を雨水ポンプ場の周辺において新規に整備する計画は現

時点ではありません。 
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＜上下水道局下水道整備課＞ 

 郡山市ゲリラ豪雨対策９年プランは、従前の計画を超える局地的な大雨

（ゲリラ豪雨）による浸水被害に対して、被害の軽減を図るための取り組

みであり、河川の整備により水位を下げる対策のほか、74mm/h、23mm/10 分

の局地的大雨（ゲリラ豪雨）に対し雨水貯留施設等により雨水の流出を抑

制するなどのハード対策や止水板設置等のソフト対策を実施しています。 

なお、本市が整備する雨水貯留施設は、川から溢れた水を貯めるための

施設ではなく、局地的大雨（ゲリラ豪雨）により雨量が一時的に下水道の

排水能力を超えることで発生する内水氾濫に対し効果を発揮します。 
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令和３年４月１９日付け陳情書に対する回答 
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回答内容（郡山市）-令和 3年 4月 19 日付 陳情書- 

＜財務部公有資産マネジメント課＞  ※Ｐ１５の（６）と同主旨 

※旧豊田貯水池の利活用を基本とした回答 

郡山市では「気候変動」をまちづくりのリスク要因として、今後はすべ

ての制度設計を気候変動対応型とすることが重要と考えており、旧豊田貯

水池の利活用についても、こうした考え方を基本に検討していきたいと考

えております。具体的には、旧豊田貯水池がもともと持っている自然の力

を活用する「グリーンインフラ」の考え方に基づいて、透水性の舗装や植

栽を取り入れたレインガーデンによって、敷地内に降った雨を緑地にゆっ

くりと浸透させる雨水流出抑制機能を取り入れた利活用案を基本として検

討しております。 

 旧豊田貯水池の利活用につきましては、現在様々な御要望をいただいて

おりますことから、今後とも市民の皆様とともに考え、様々な御意見やア

イデア等をいただきながら意見集約の過程を経て、具体的な計画案を策定

してまいりたいと考えております。 
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令和２年８月２９日合同説明会での質疑に関する回答 
 

質疑（当日回答していないもの） 回答内容（郡山市） 
・ 昔は高台の土地に雨が降った時に畑や田に雨水を貯める機能があった

が、都市計画などでモールやベニマル、市役所などの大型商業施設建設の際

に雨水貯留槽の設置を指示することはしないのか。駐車場については透水性

舗装としてなるべく雨水幹線に負担をかけないように市で指導しないのか。

それをすれば、雨水管をもって逢瀬川に流すことは十分に防げるのではない

か。大きい建物を建てる場合には貯留槽の設置を都市計画に含めることによ

って、雨水の排水を雨水幹線ばかりに頼らないようお願いしたい。 

 

＜都市整備部開発建築指導課＞ 

雨水貯留槽等の設置については、大型商業施設等の建設に際し、都市計画

法第 29 条の開発行為の許可を必要とする場合において、開発許可における

技術基準に従い指導しております。 

・ 蛇石議員は森林の除染していない水が逢瀬川に流れ越水したと指摘して

いるが、具体的な数値が一切ない。説明していただきたい。 

 

＜生活環境部原子力災害総合対策課＞ 

 当時、除去土壌等搬出業務の詰替場として使用していた若葉公園の空間放

射量率については、資料に記載のとおりでありますが、台風通過前の 10 月

10 日の値と比べて、浸水後の 10 月 14 日の値に著しい変化はみられません

でした。 

 

・ 期成会作成の資料 1 は大事なことなので見て欲しい。平成 12 年の東海

豪雨の際には計画高水位になっても排水ポンプが運転されていたため、堤防

が決壊したり、越水したり被害があった。だから今後は運転調整が必要にな

るという国の通知です。これは河川事業関係例規集という厚い本にも載って

います。なぜか今回、郡山市の雨水ポンプ場はずっと稼働していたとなって

います。これは市の責任ではないのか。次回に説明をしてもらいたい。 

 

＜上下水道局下水道保全課＞ 

 雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ場は、台風や大雨の際の内水排除を目的に設置された施設で、

そのため運転したものであり、内水被害の軽減に努めているものでありま

す。 

 また、ポンプ施設の運転調整については、河川管理者等と引き続き協議を

進めてまいります。 

 

 



  

25 

・年々気象条件も厳しくなり、ゲリラ豪雨が頻発していて、内水処理もまま

ならない状態です。今日はいろいろと計画を示していただいたが、赤木貯留

管の容量もあまり期待できないと思いました。堤防工事の全体完了が令和 8 

年度というで、まだまだかかると思いました。今日の資料にもありますが、

豊田浄水場跡地は学習施設等の計画もあるようですが、若葉町周辺地域から

見れば高台の地域である虎丸や清水台や長者町などの水を貯める施設にぜひ

活用していただきたい。市長も過去に議会や町内会長との懇談会等で明言さ

れていますので実現するものと期待しています。今回示されたいろいろな整

備計画はまだまだ時間が掛かりますので、今ある豊田浄水場というインフラ

を活用して早く低コストで整備できると思います。ぜひとも実現してくださ

い。 

 

＜財務部公有資産マネジメント課＞  ※Ｐ１５の（６）と同主旨 

※旧豊田貯水池の利活用を基本とした回答 

郡山市では「気候変動」をまちづくりのリスク要因として、今後はすべて

の制度設計を気候変動対応型とすることが重要と考えており、旧豊田貯水池

の利活用についても、こうした考え方を基本に検討していきたいと考えてお

ります。具体的には、旧豊田貯水池がもともと持っている自然の力を活用す

る「グリーンインフラ」の考え方に基づいて、透水性の舗装や植栽を取り入

れたレインガーデンによって、敷地内に降った雨を緑地にゆっくりと浸透さ

せる雨水流出抑制機能を取り入れた利活用案を基本として検討しておりま

す。 

 旧豊田貯水池の利活用につきましては、現在様々な御要望をいただいてお

りますことから、今後とも市民の皆様とともに考え、様々な御意見やアイデ

ア等をいただきながら意見集約の過程を経て、具体的な計画案を策定してま

いりたいと考えております。 

 

・ 郡山市の意見募集(パブリックコメント)の募集と結果欄に、旧豊田貯水

池のことがないのはなぜか。 

 

＜財務部公有資産マネジメント課＞ 

 旧豊田貯水池の利活用にかかるパブリックコメントにつきましては、具体

的な利活用計画が決まっていないことから、実施しておりません。 

 

・ 平成 23 年 12 月郡山市議会定例会において、赤木地区 5 町内会から、

赤木小学校周辺の内水害に対する請願として、内水被害に対する改善計画を

策定するとして請願第 10 号が提出され可決されているが、改善計画の説明

もなく、現在も問題になっているのはなぜか。 

 

＜上下水道局下水道整備課＞ ※Ｐ１６の（７）と同主旨 

市議会で採択された平成 23 年 12 月７日付け請願第 10 号「赤木小学校周

辺の内水害対策に関する請願」への対応につきましては、請願書における雷

雨の際の浸水被害への対応として、赤木貯留管の整備及び６号幹線放流管の

増設等を計画し、実施しているところであります。 
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下水道で流しきれない雨水を 
一時的に貯める 

Ｒ2.8.29 令和 2 年度逢瀬川堤防建設及び内水対策合同説明会 
市資料Ｐ２に一部加筆 
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Ｒ2.8.29 令和 2 年度逢瀬川堤防建設及び内水対策合同説明会 
市資料Ｐ８ 
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